
っ
た
が
、
編
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
航
空
情
報
連
隊
（
総
員
約
八
二
五
名
）

連
隊
本
部
（
本
部
・
経
理
部
・
衛
生
部
約
二
三
名
）

第
一
、
第
二
、
第
三
中
隊
（
三
個
小
隊
、
一
個
小
隊
、
四
個

分
隊
約
二
〇
〇
名
）

警
戒
第
一
中
隊
（
約
一
六
〇
名
）

、
警
戒
第
二
中
隊（
ホ
ー
ラ

ン
ジ
ャ
ー
に
建
設
予
定
中
、
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
二
日
敵

上
陸
の
た
め
中
止
、
兵
器
、
要
員
は
輸
送
中
行
方
不
明
（
先

着
者
一
部
、
約
十
名
）
材
料
■
（
約
十
名
）

）

第
一
中
隊
（
昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
編
成
、
主
要
兵
器

対
空
二
号
無
線
機
、

戦
闘
参
加
地
域
―
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

第
二
中
隊
（
編
成
・
兵
器
第
一
中
隊
に
同
じ
、
戦
闘
参
加
地
域

―
ソ
ロ
モ
ン
群
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
）

第
三
中
隊
（
編
成
十
八
年
四
月
二
十
七
日
、
主
要
兵
器
第
二
中

隊
に
同
じ
、
戦
闘
参
加
地
域
―
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

警
戒
第
一
中
隊
（
編
成
十
八
年
三
月
五
日
、
超
短
波
警
戒
機
（
固

定
移
動
）
戦
闘
参
加
地
域
―
ウ
エ
ワ
ク
、
ア
ン
ゴ
ラ
ム
）

終
戦
時
、
ラ
バ
ウ
ル
・
ウ
エ
ワ
ー
ク
（
ム
ッ
シ
ュ
島
）・
サ
ル

ミ
の
三
地
区
に
集
結
、

（
一
）
ラ
バ
ウ
ル
地
区
は
昭
和
二
十
一
年
四
月
、
名
古
屋
上

陸
、
復
員

（
二
）
ウ
エ
ワ
ー
ク
地
区
主
力
は
一
月
二
十
五
日
、
浦
賀
上

陸
、
復
員

（
三
）
サ
ル
ミ
地
区
は
六
月
、
名
古
屋
に
上
陸
、
復
員
。

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
　
飢
餓
と
の
闘
い
　 

奈
良
県
　
大
森
捨
夫
　 

―
大
森
さ
ん
は
郡
山
生
ま
れ
で
す
か
、
何
年
徴
集
で
す
か
。

私
は
大
正
十
一
年
十
一
月
六
日
に
、
こ
の
郡
山
市
で
生
れ
、

昭
和
十
七
年
徴
集
で
第
二
乙
、
昭
和
十
八
年
八
月
召
集
さ
れ
、

兵
庫
県
加
古
川
の
防
空
隊
に
入
隊
し
た
の
で
す
。
一
期
三
ヵ
月

間
、
高
射
砲
の
教
育
を
受
け
、
引
き
続
き
臨
時
召
集
さ
れ
明
石

の
川
崎
航
空
の
警
備
に
つ
い
て
、
陣
地
を
作
っ
た
。
自
分
は
第



一
中
隊
配
属
、
一
個
中
隊
に
は
高
射
砲
は
六
門
で
砲
手
や
観
測

な
ど
あ
っ
た
。
一
門
づ
つ
掩
体
で
囲
っ
て
あ
り
、
射
撃
は
中
隊

長
の
命
令
で
射
つ
の
で
す
。

昭
和
十
九
年
の
二
月
頃
だ
と
思
う
が
野
戦
へ
転
属
す
る
こ
と

に
な
り
、
東
京
の
世
田
谷
野
砲
（
近
衛
第
二
師
団
の
宮
部
隊
）

で
訓
練
を
受
け
て
か
ら
野
戦
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

何
処
へ
行
く
の
か
判
ら
な
い
が
、
本
隊
は
ス
マ
ト
ラ
に
あ
る
。

私
は
横
浜
か
ら
出
港
、
一
万
二
～
三
千
ト
ン
の
貨
物
船
で
し
た
。

二
十
日
ぐ
ら
い
航
行
し
た
が
、
途
中
空
襲
や
潜
水
艦
が
出
た
と

か
で
、
行
っ
た
り
戻
っ
た
り
、
父
島
あ
た
り
で
待
機
も
し
た
。

船
団
は
四
隻
、
護
衛
艦
が
つ
い
て
い
て
無
事
に
パ
ラ
オ
群
島

へ
着
い
た
。
パ
ラ
オ
の
港
の
海
底
に
沈
没
し
た
船
が
見
え
た
。

海
は
澄
ん
で
綺
麗
だ
が
、

岸
壁
へ
は
な
か
な
か
着
け
な
か
っ
た
。

何
と
か
私
た
ち
は
上
陸
し
て
、
そ
の
船
に
は
内
地
に
帰
る
邦
人

を
乗
せ
て
出
航
し
た
が
、
途
中
や
ら
れ
た
ら
し
く
、
一
部
の
人

が
助
け
ら
れ
て
戻
っ
て
来
た
。

我
々
は
パ
ラ
オ
本
島
へ
移
動
し
、

そ
の
後
出
港
と
な
っ
た
が
、

何
処
へ
行
く
か
判
ら
な
い
。
船
は
巡
洋
艦
「
青
葉
」
で
ソ
ロ
ン

へ
着
い
た
の
だ
が
、
途
中
で
は
敵
の
偵
察
機
が
飛
ん
で
来
た
の

で
、
艦
砲
射
撃
を
し
て
こ
と
な
き
を
得
た
。

ソ
ロ
ン
島
は
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
西
端
に
あ
る
島
で
、
そ

こ
に
は
前
に
上
陸
し
た
兵
隊
が
い
た
が
、
海
軍
が
多
か
っ
た
。

陸
軍
は
関
東
軍
の
バ
リ
バ
リ
の
二
～
三
年
兵
の
現
役
だ
っ
た
。

最
初
は
二
個
中
隊
ぐ
ら
い
で
、
私
た
ち
第
一
中
隊
は
ソ
ロ
ン

島
、
本
隊
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
マ
ノ
ク
ワ
リ
あ
た
り
だ
っ
た
よ

う
で
し
た
。
高
射
砲
は
各
中
隊
毎
に
陣
地
構
築
し
た
の
だ
が
、

先
に
言
っ
た
よ
う
に
海
軍
基
地
な
の
で
す
。
そ
の
後
、
舟
艇
で

サ
ラ
ワ
島
の
飛
行
場
警
備
に
行
き
ま
し
た
。

―
昭
和
十
九
年
も
半
ば
、
特
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
激
戦
が
続

い
て
、
東
か
ら
西
へ
と
敵
は
進
ん
で
来
た
か
ら
、
西
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
へ
の
敵
の
空
襲
は
大
変
だ
っ

た
で
し
よ
う
。

そ
う
で
す
、
当
時
、
銃
爆
撃
は
多
く
、
昼
間
は
作
業
が
出
来

な
か
っ
た
。
飛
行
場
も
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
り
、
初
め
は
海
軍

機
が
あ
っ
た
が
、
後
に
な
っ
た
ら
飛
行
機
は
皆
潰
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
我
々
は
高
射
砲
隊
だ
が
、
飛
行
場
修
理
の
た
め
に
は
台

湾
の
勤
労
団
が
い
て
、
爆
撃
の
跡
の
穴
を
埋
め
て
い
た
。
し
か

し
、
勤
労
隊
員
は
、
ア
ミ
ー
バ
ー
赤
痢
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
病



気
に
な
っ
て
作
業
が
出
来
な
い
（
第
四
二
飛
行
場
中
隊
）

。
我

々
兵
隊
は
陣
地
構
築
を
や
っ
て
い
た
。

そ
の
時
は
、
煙
が
上
が
れ
ば
空
襲
さ
れ
る
の
で
昼
間
は
炊
事

も
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
飛
行
機
も
無
く
な
り
、
飛
行

場
も
使
用
不
能
と
な
り
、

続
い
て
い
た
空
襲
は
少
な
く
な
っ
た
。

我
々
兵
隊
も
だ
ん
だ
ん
病
気
に
な
り
、
陣
地
を
作
る
の
が
精
一

杯
だ
っ
た
。

島
に
着
い
た
当
時
は
食
糧
も
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
無
く

な
り
、
そ
の
内
、
農
作
業
で
芋
を
作
り
、
米
飯
は
一
日
一
回
、

飯
盒
の
蓋
一
杯
を
分
隊
十
三
人
で
食
べ
る
だ
け
。
畑
と
い
っ
て

も
、
山
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
間
の
木
の
無
い
所
を

開
墾
し
た
。

上
陸
当
時
盛
ん
だ
っ
た
爆
撃
も
、
敵
は
だ
ん
だ
ん
沖
縄
の
方

へ
行
っ
て
、
も
う
空
襲
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

―
弾
が
来
な
く
な
っ
た
ら
、
今
度
は
兵
糧
攻
め
で
す
か
、
小

さ
な
島
だ
か
ら
特
に
大
変
で
す
ね
。
補
給
も
な
い
の
だ
か

ら
。

そ
う
で
す
、
こ
れ
か
ら
は
飢
餓
と
の
戦
い
に
な
っ
た
。
一
個

中
隊
一
二
八
名
の
う
ち
、
三
分
の
一
以
下
し
か
残
ら
な
く
な
っ

た
。
戦
闘
は
な
く
と
も
病
気
と
栄
養
失
調
、
と
に
か
く
食
物
が

な
い
。
病
気
や
、
栄
養
失
調
に
な
る
と
、
動
け
な
い
か
ら
自
活

出
来
な
い
。
自
分
は
自
分
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

雑
草
も
採
る
こ
と
も
出
来
ず
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

サ
ワ
ラ
島
の
大
き
さ
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
食
糧
も
無
け
れ

ば
野
戦
病
院
も
な
い
、
軍
医
も
い
な
い
。
我
々
は
独
立
中
隊
だ

か
ら
衛
生
兵
が
一
人
い
る
だ
け
だ
。
隊
長
は
中
尉
で
、
二
個
小

隊
、
三
個
分
隊
が
一
個
小
隊
。
そ
の
他
は
中
隊
指
揮
班
と
弾
薬

の
輸
送
班
。
砲
弾
は
二
個
で
三
〇
キ
ロ
、
四
発
一
梱
包
の
だ
と

六
〇
キ
ロ
。
最
初
は
運
搬
し
た
が
、
最
後
は
体
力
も
な
く
な
り

弾
は
射
て
ず
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

食
糧
は
農
作
だ
け
で
な
く
、
漁
労
班
や
狩
猟
班
も
作
っ
た
。

山
に
は
野
豚
が
多
く
、
小
銃
で
射
つ
の
だ
が
、
取
っ
て
来
た
時

は
い
い
け
れ
ど
暑
い
所
な
の
で
一
、
二
日
し
か
保
た
な
い
。
オ

ー
ム
や
鳥
も
射
っ
て
食
べ
て
い
た
。
野
菜
は
野
草
だ
っ
た
。
主

食
の
芋
だ
が
、
植
え
て
か
ら
指
ぐ
ら
い
の
太
さ
に
す
る
の
に
三

十
日
は
か
か
る
。
植
え
る
、
食
べ
る
で
、
蔓
も
葉
も
食
べ
る
が
、

と
に
か
く
腹
が
空
く
の
で
何
も
出
来
な
い
、
だ
ん
だ
ん
動
く
こ

と
も
出
来
な
く
な
る
。



―
終
戦
は
何
時
頃
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の
で
す
か
。

艦
砲
射
撃
は
無
く
な
り
、
空
襲
も
無
い
。
そ
の
う
ち
飛
行
機

が
ビ
ラ
を
撒
い
て
来
た
。「
日
本
は
降
伏
し
た
」
と
い
う
が
我

々
は
信
用
し
な
か
っ
た
。
我
々
は
自
分
の
隊
の
こ
と
だ
け
で
、

他
部
隊
や
海
軍
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
。
た
だ
た

だ
、
食
物
を
作
る
こ
と
、
探
す
こ
と
だ
け
、
時
計
も
無
い
、
マ

ッ
チ
も
無
い
。
油
は
兵
器
の
手
入
れ
用
の
も
の
で
何
処
か
ら
手

に
入
れ
た
の
か
、
今
思
い
出
せ
な
い
。

ビ
ラ
が
撒
か
れ
た
の
は
何
時
だ
っ
た
か
判
ら
な
い
。
最
初
は

今
日
は
何
月
何
日
と
判
っ
た
が
、
他
島
と
の
連
絡
や
、
本
部
へ

命
令
受
領
に
行
っ
た
か
ら
判
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
だ
ん
だ
ん
と

判
ら
な
く
な
る
。
本
部
は
何
と
い
う
所
か
不
明
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
分
け
て
行
く
の
だ
が
磁
石
も
無
い
か
ら
、
西
も
東
も
判
ら
ぬ
。

着
る
物
も
無
い
、
始
め
は
戦
友
が
死
ね
ば
、
そ
の
服
を
着
て
い

た
が
。

終
戦
は
何
時
判
っ
た
か
と
い
う
と
、
本
部
か
ら
の
命
令
で
確

認
出
来
た
わ
け
で
す
。

そ
の
後
、
私
は
病
気
に
な
っ
て
、
他
の
病
人
と
セ
レ
ベ
ス
島

の
メ
ナ
ド
か
ら
自
動
車
で
奥
地
へ
行
き
入
院
し
た
。
治
療
に
は

薬
も
全
く
無
い
。
栄
養
失
調
だ
か
ら
食
べ
る
こ
と
だ
け
。
そ
こ

で
幾
分
回
復
し
た
が
、
食
べ
過
ぎ
て
胃
拡
張
と
な
る
。
食
べ
た

い
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
が
病
気
。

病
院
に
入
っ
て
も
、
抜
け
出
し
て
住
民
と
物
々
交
換
し
て
食

物
を
食
べ
た
。
そ
こ
で
大
分
良
く
な
り
、
米
国
の
輸
送
船
で
メ

ナ
ド
か
ら
十
五
日
間
乗
り
、
田
辺
港
に
着
い
た
。

戦
地
へ
行
っ
て
い
る
間
は
給
料
無
し
で
、
田
辺
で
何
ぼ
か
貰

っ
た
が
帰
る
ま
で
に
無
く
な
っ
た
。

話
が
ま
た
元
に
戻
り
ま
す
が
、
島
に
上
陸
し
た
当
時
は
原
住

民
が
い
た
。
土
人
は
甘
味
品
や
マ
ッ
チ
、
紙
で
も
不
思
議
そ
う

に
見
て
い
た
。
木
の
皮
の
褌
一
本
で
裸
。
タ
バ
コ
は
木
の
葉
で

巻
い
て
吸
っ
て
い
た
。
物
を
や
れ
ば
労
働
も
し
て
く
れ
た
り
、

椰
子
の
実
な
ど
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
も
っ
と
も
給
料
貰
っ
て
、

金
は
あ
っ
て
も
使
え
な
い
、
物
々
交
換
だ
っ
た
。

戦
争
が
酷
し
く
な
っ
た
ら
土
人
は
山
奥
へ
入
っ
て
出
て
来
な

く
な
っ
た
が
、
敵
対
行
為
は
し
な
か
っ
た
。
私
も
栄
養
失
調
で

倒
れ
た
が
誰
も
助
け
て
は
く
れ
な
い
。
自
分
一
人
で
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。

終
戦
後
、
体
が
む
く
ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
か
ら
不
思
議
に



も
夜
何
回
も
小
便
に
行
く
、
治
療
を
し
な
い
の
に
む
く
み
が
引

い
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
自
分
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
奇
跡

的
に
助
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
メ
ナ
ド
で
回
復
し
た
が
、
そ
こ
に

は
硫
黄
温
泉
が
あ
り
、
南
方
特
有
の
疥
痒
（
蚊
に
喰
わ
れ
る
と

体
中
疥
痒
に
な
る
）
が
治
っ
て
し
ま
っ
た
。

赤
痢
に
な
っ
て
も
、
ド
ラ
ム
缶
の
水
を
飲
ん
で
も
、
免
疫
に

な
っ
た
か
、
治
療
し
な
い
の
に
治
っ
た
。
抵
抗
力
あ
る
者
だ
け
が

生
き
残
り
、
他
の
者
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
私
は
当
時
ま
だ
若

か
っ
た
し
、
入
隊
前
、
家
で
農
業
や
っ
て
い
て
、
精
神
的
に
も

困
苦
欠
乏
に
耐
え
ら
れ
た
か
ら
生
き
て
帰
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

飢
餓
と
病
気
は
我
々
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
全
部
に

い
え
る
で
し
ょ
う
。
マ
ノ
ク
ワ
リ
に
敵
が
上
陸
し
た
後
、
日
本

兵
は
西
へ
西
へ
と
移
動
し
て
行
っ
た
。
そ
の
部
隊
も
初
め
は
食

糧
が
あ
っ
た
が
、
後
は
何
も
無
く
、
靴
の
革
ま
で
食
べ
た
と
い

う
。
帰
国
を
前
に
し
て
船
の
上
で
随
分
の
者
が
病
気
や
栄
養
失

調
、
ま
た
精
神
的
に
ま
い
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。

私
は
不
思
議
に
も
何
と
か
回
復
し
て
退
院
し
て
か
ら
、
連
合

軍
の
第
四
二
収
容
所
に
入
っ
て
船
待
ち
し
て
い
た
の
で
、
隊
長

も
戦
友
も
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、
分
隊
で
は
二
人
残
っ
た
だ
け
で

他
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
帰
っ
て
か
ら
マ
ラ
リ
ア
が
出

た
が
薬
が
無
く
、
四
〇
度
ぐ
ら
い
の
高
熱
、
ふ
る
え
を
我
慢
し

て
い
た
が
病
院
で
回
復
出
来
て
良
か
っ
た
。
今
は
幸
せ
に
も
達

者
で
農
業
を
や
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

―
飢
餓
と
空
腹
と
は
全
然
違
う
、
ア
フ
リ
カ
や
世
界
各
地
で

の
子
供
た
ち
の
姿
を
Ｔ
Ｖ
で
見
る
と
当
時
の
こ
と
を
想
い

出
し
胸
が
迫
る
の
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

飢
餓
を
体
験
し
、

飢
餓
を
克
服
し
て
帰
る
こ
と
が
出
来
た
者
の
実
感
で
し
ょ

う
ね
。




